
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年２月７日

【四半期会計期間】 第70期第３四半期(自 2019年10月１日 至 2019年12月31日)

【会社名】 エムティジェネックス株式会社

【英訳名】 MT GENEX CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　鈴木　均

【本店の所在の場所】 東京都港区麻布台二丁目４番５号

【電話番号】 03-5405-4011（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理部長　長野幸司

【最寄りの連絡場所】 東京都港区麻布台二丁目４番５号

【電話番号】 03-5405-4011（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理部長　長野幸司

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 
 

EDINET提出書類

エムティジェネックス株式会社(E02740)

四半期報告書

 1/16



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第69期
第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 1,700,043 1,864,319 2,476,698

経常利益 (千円) 205,217 211,286 323,028

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 139,459 142,114 215,269

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 138,925 142,485 215,214

純資産額 (千円) 2,743,373 2,918,788 2,819,662

総資産額 (千円) 3,128,697 3,356,485 3,493,528

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 129.50 131.99 199.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 87.7 87.0 80.7
 

 

回次
第69期
第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 29.01 28.58
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。また、主

要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費、設備投資、公共投資等の内需が好調に推移してお 

り、景気の緩やかな回復が続いたものの、米中の通商問題をめぐる動きや相次ぐ自然災害の影響により、景気の先

行きは依然として不透明な状態が続いております。

 オフィスマーケットにつきましては、都心部の大規模新築オフィスビルの需要は依然高く、空室率は低水準で推

移し、賃料水準も上昇傾向が続いております。建設業界におきましては、工事受注は底堅く推移しているものの、

資材費や建設技能労働者不足による労務費の高止まりが続いており、需給動向には注視が必要となります。

 このような状況下、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高1,864,319千円（前年同期

比164,276千円増）、営業利益203,826千円（同7,991千円増）、経常利益211,286千円（同6,069千円増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益142,114千円（同2,655千円増）となり、好調に推移いたしました。

また、ビル管理事業のサービス領域の拡大を目的に、サンビル株式会社と資本業務提携を実施いたしました。

 
セグメント別の業績は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間 前第３四半期連結累計期間 増減

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

 （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

リニューアル 475,770 34,020 412,809 32,448 62,961 1,572

駐車場 1,005,216 129,104 900,266 122,034 104,949 7,069

住宅・ビル管理　 341,512 18,340 343,080 16,832 △1,568 1,508

保険代理 41,820 22,361 43,886 24,520 △2,065 △2,159

合計 1,864,319 203,826 1,700,043 195,835 164,276 7,991
 

 
①リニューアル

オフィスの原状回復工事や新規取引先からの受注が拡大したため、前年同期に対し増収増益となりました。

 
②駐車場

駐車場の稼働が好調に推移した結果、前年同期に対し増収増益となりました。

　

③住宅・ビル管理

住宅管理事業における仲介手数料収入が減少したものの、ビル管理事業におけるサービス領域の拡大により前年

同期に対し減収増益となりました。

 
④保険代理

工事保険が減少した結果、前年同期に対し減収減益となりました。
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(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ137,043千円減少いたしました。主な

要因は、現金及び預金が65,927千円減少、完成工事未収入金が68,026千円減少したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ236,169千円減少いたしました。主な要因は、保険代理業務等における預り金

が108,507千円減少、工事未払金が81,710千円減少したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ99,125千円増加いたしました。これは主に剰余金の配当43,068千円、親会社

株主に帰属する四半期純利益142,114千円を計上したことによるものであります。

 以上の結果、総資産は3,356,485千円、負債合計は437,697千円、純資産合計は2,918,788千円、自己資本比率は

87.0％、１株当たり純資産額は2,711円03銭となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において当社が対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更　

はありません。

(4) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい増減はありません。

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変動はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,000,000

計 3,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,079,600 1,079,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株であります。

計 1,079,600 1,079,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2019年10月１日～
 2019年12月31日

― 1,079,600  ― 1,072,060 ― ―
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 2,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,073,200
 

10,732 ―

単元未満株式 普通株式 3,500
 

― ―

発行済株式総数 1,079,600 ― ―

総株主の議決権 ― 10,732 ―
 

(注)　１.「完全議決権株式(自己株式等)」の欄は、すべて当社保有の自己株式であります。

２.「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が900株（議決権9個）含ま

れております。

 

② 【自己株式等】

  2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

エムティジェネックス株式会社
東京都港区麻布台二丁目
４番５号

2,900 － 2,900 0.26

計 ― 2,900 － 2,900 0.26
 

 
２ 【役員の状況】

(1) 役職の異動

 

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

 取締役
駐車場運営部長

取締役
駐車場運営部長

兼
ビル管理部長

兼
開発部長

鈴木　靖人 2019年８月１日

 取締役
 営業企画部長

兼
ビル管理事業部長 

取締役
 営業企画部長

矢部　雅彦 2019年８月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)及び「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に基づいて作

成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

エムティジェネックス株式会社(E02740)

四半期報告書

 7/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,224,874 1,158,946

  受取手形及び売掛金 52,808 60,674

  完成工事未収入金 135,766 67,739

  未成工事支出金 1,246 －

  関係会社短期貸付金 1,850,000 1,850,000

  その他 69,940 48,483

  流動資産合計 3,334,635 3,185,843

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 16,434 16,434

    減価償却累計額 △10,037 △10,969

    建物及び構築物（純額） 6,396 5,464

   機械装置及び運搬具 1,257 1,257

    減価償却累計額 △1,257 △1,257

    機械装置及び運搬具（純額） 0 0

   土地 22,048 22,048

   その他 53,643 51,443

    減価償却累計額 △41,977 △43,010

    その他（純額） 11,665 8,432

   有形固定資産合計 40,110 35,945

  無形固定資産   

   その他 4,149 3,029

   無形固定資産合計 4,149 3,029

  投資その他の資産   

   投資有価証券 8,493 39,028

   敷金及び保証金 64,669 64,634

   繰延税金資産 38,876 25,409

   その他 2,593 2,593

   投資その他の資産合計 114,632 131,665

  固定資産合計 158,892 170,641

 資産合計 3,493,528 3,356,485
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 66,337 92,465

  工事未払金 117,558 35,847

  未払法人税等 69,902 8,643

  前受金 57,700 51,225

  預り金 180,782 72,274

  賞与引当金 14,479 7,586

  資産除去債務 12,845 11,450

  その他 41,433 44,448

  流動負債合計 561,040 323,942

 固定負債   

  長期預り敷金 88,134 89,438

  退職給付に係る負債 24,691 24,315

  固定負債合計 112,825 113,754

 負債合計 673,866 437,697

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,072,060 1,072,060

  利益剰余金 1,755,936 1,854,982

  自己株式 △10,803 △11,094

  株主資本合計 2,817,192 2,915,947

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,469 2,840

  その他の包括利益累計額合計 2,469 2,840

 純資産合計 2,819,662 2,918,788

負債純資産合計 3,493,528 3,356,485
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 1,700,043 1,864,319

売上原価 1,250,615 1,384,394

売上総利益 449,427 479,924

販売費及び一般管理費 253,591 276,097

営業利益 195,835 203,826

営業外収益   

 受取利息 7,433 6,934

 受取配当金 201 222

 雑収入 1,747 303

 営業外収益合計 9,381 7,459

経常利益 205,217 211,286

税金等調整前四半期純利益 205,217 211,286

法人税、住民税及び事業税 55,209 55,869

法人税等調整額 10,548 13,303

法人税等合計 65,758 69,172

四半期純利益 139,459 142,114

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 139,459 142,114
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 139,459 142,114

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △533 371

 その他の包括利益合計 △533 371

四半期包括利益 138,925 142,485

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 138,925 142,485

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 8,309千円 5,919千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 43,082 40.00 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 43,068 40.00 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額リニューアル 駐車場
住宅・

　ビル管理
保険代理 計

売上高        

 外部顧客への売上高 412,809 900,266 343,080 43,886 1,700,043 ― 1,700,043

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 412,809 900,266 343,080 43,886 1,700,043 ― 1,700,043

セグメント利益 32,448 122,034 16,832 24,520 195,835 ― 195,835
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額リニューアル 駐車場
住宅・

　ビル管理
保険代理 計

売上高        

 外部顧客への売上高 475,770 1,005,216 341,512 41,820 1,864,319 ― 1,864,319

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 475,770 1,005,216 341,512 41,820 1,864,319 ― 1,864,319

セグメント利益 34,020 129,104 18,340 22,361 203,826 ― 203,826
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

 １株当たり四半期純利益 129円50銭 131円99銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 139,459 142,114

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

139,459 142,114

   普通株式の期中平均株式数(千株) 1,076 1,076
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年２月６日

エムティジェネックス株式会社

取締役会  御中

 

清陽監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 中　市　　俊　也 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 石　倉　　郁　男 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムティジェ

ネックス株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年10月１日

から2019年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムティジェネックス株式会社及び連結子会社の2019年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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